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S49-3 がんゲノム医療における薬剤師の役割
 ○寺田 智祐 1

1滋賀医大病院薬

　がんゲノム医療は、がん対策推進基本計画（第 3期）における「がん医療の充実」の中で、重要な
政策課題として取り上げられており、がん遺伝子パネル検査は 2019年度中に保険収載されると予想
されている。まさに、ゲノムサイエンスの臨床的実装であり、薬剤師としてもゲノムに関する知識を
身につけ、薬物療法の個別化や適正化に応用することが求められている（1）。本講演では、がんゲノ
ム医療における薬剤師の役割について概説するとともに、がん拠点病院などを対象に行った、薬学的
視点に基づいたプレシジョン・メディシンに関するアンケート結果について紹介する。
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S49-2 ゲノム医療におけるデータサイエンティストの役割と育成
 ○冨田 秀太 1,2, 森田 瑞樹 1,2, 山下 範之 2, 平沢 晃 1,2, 豊岡 伸一 1,2

1岡山大院医歯薬 , 2岡山大病院ゲノム医療総合推進セ

　ゲノム医療の担い手として、看護師、臨床検査技師、薬剤師を主な
対象とした「ゲノム医療従事者」の育成による統合的なゲノム医療体
制の整備が喫緊の課題となっている。中でも次世代シークエンサーを
用いた遺伝子パネル検査とそのデータ解析はゲノム医療の根幹である
にも関わらず、その担い手が極端に不足している。またデータサイエ
ンティストの雇用が困難な状況において、基本的なデータ解析の流れ
を理解するとともに、解析結果の解釈ができるコメディカルスタッフ
の育成が、現実的な対応として求められている。本シンポジウムでは、
現場で必要とされる知識について概説する。また最近注目を集めてい
る「遺伝子変異量（TMB: Tumor Mutation Burden）」の概念について
も実例を用いた解説を行う。これらのポイントを理解することで、遺
伝子パネル検査の結果をより正確に・より深く理解し、エキスパート
パネルでの議論や遺伝カウンセリングに役立てて頂ければ幸いであ
る。
　参考サイト：https://www.genomicx.net/
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